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量清福社費金貨付利魔の位置肇措   

盤清福観衆金貨紺制度憶悔『低所得者％障害者翼は高齢者ぎ≡封』鴨資金⑳貸付幡磨必要  

な援助指導を行惑芸歴g≡より奪その経済的自立及び生活意欲の助長促進重電避雷芸在宅福後逸  

首：廣社会静観戯促進を鰐闇鞄安濃』た生活を送鈍感よ雪盲≡ずる芸歴番目純度ず愚。打遽寮薬磨  

‥、こ‡‾    ∴ 三一…・ヰ甘単音二言言卜滴垂軽寧轟 ∴＼∴ ご．渾ごぎ亭・強・李㌢庶・享辛・  

lノ ここ－バナ簿斗∴一半∵キ箪．・：頂韓■－・埠：ニおいて■ 巨凍・、、呼姓郎高線番暴こ r．・守一二．計圃線番上司、   

顧観音草蕊憶低調ま背嚢金整融通する事業』磨規窯∈昭和望6辱社会事業法制定当時よ鞋虜親愛ラ。  

（㌦へ）戦後激増魁♂た低所得蟹帯の自立更生のため句さ昭和38韓臆民生費農⑬指導官…援助の離環   

謹∵；』若衆金貨鰭を行う世帯更生資金貸付制度が創設護れる。その後亀嵩齢者恥身体障害者   

等厨≡対象鷹拡乗ずる磨歴もぎ≡資金種類も拡充』囁′ 平成変革喝在宅福祉推進の観点か転鴨名   

称愚生清福観衆金貨緒旨≡変更。平成瑠9年度曹≡憶象要保護髄帯蘭措農期生活支援資金靡創   

設愚電照多重債務防塵醇ための賢愚柳田資金辟貸憎限度壊の引き藍量ず杏葉施。  
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生活福祉資金の効果等  

鞠  傲  鼎 体 納 内 審  

琵き 健帝の盤清遊魔⑳確保藍塵渚   

健寮費給臆豊転な堅｛篭選憶盤清廉  

0 低所得世帯が生活保護に至らな』篭ためめ支援として、民生費農によ愚恩守り発展と適   
切な援助指導を行うことにより経済的自立及び生活意欲の助長促進を閉っで♭㌔る。  
0 被保護者が更生資金の生業棄を借り見れることで～寮業奮闘姶転生清保軽から脱却す  

と等を可能としてむ篭る。  弓．弓   

以下  

鷲の磯  

障 

阪 

．民生  

lに対応   

健か転静観轟磯髄  

のような問題に対応転ても．もる。   

おネ芸油症患者に対する貸付の特例措置（昭和舶年度）  
環慧 寵金田 経済開鷹臆顛』  

鞠駒鳥邸爵約磯髄  

スモン患者世帯に対する貸付の特例措置  （昭和53年度）  

害者自動草購Å費⑳創設（平成元年）  

（消費税導Åによる自動車の物品税廃止に伴う負担増に伴う措置）  

神・淡路大震災により被災した世帯に対する貸付の特例措置（平成6辱慶）  

新潟中越地震により被災した世帯に対する貸付の特例措置（平成牒6年慶） 等  

委員による生活三脚ズの把握とともに市町村社協の福祉専門聴による各線二醐ウ†諾  

するべく生活に密藩じた生活真横機能を備えて♭篭る。  

また、在宅福祉を推進する観点からや  
8 介護サ職ビス等を受ける捌＝必要な経費を貸付ける療養区分誼等資金  

0 障害者等が福祉用具等の購入に必要な経費を貸付ける障害者寄稿捜用具鱗泉費琴   

を設け在宅高齢者や障膏者の需要にも応ぇてら、る。  

監遜j 鰻礎盤旛鍵鱗の窯緩磯髄  
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生活福祉資金の現状と課題  

現 状 と 課 題  

琴芝威頂爵寝應臆お締る貸付状況は％貸付件数が頂頂，◎讃穏件～貸付金額怯頂頂監一 感懐弼磨窺慧  

て■琶｝乍ヾも愚がぐ．凌辱懐漸減傾詐削≡あ愚。（野卑冒 5野 頂讃参照き  

漸減碍要因藍』－驚憶宵  

（や頂）   貸付制度が民生費農の援助指導等の関尊卑連帯保証泉を必要藍する等の貸稽条件靡厳』  

藩㌔ 時論畠もら貸付決定までの審査期間に時間を要する芸歴等恥消費者金融機関g≡藍監鴻拳碗蕾  

が像姥習ある芸歴。ぴり＝参照）  

∈望う   Ⅷ伽芳1市中露≡おける消費者金融が市民のこ劇諾（利便のみ整追求』た手軽な借金き g≡即韓  

臆矧拓虹郡鉢翫魁鋭本制度対象者である低所得者が消費者金融を利用』句 当該資金の貸付  

拳練蓉旨≡璧らな』篭≡と。（野頂埠参照）  

（議）  菅の他亀制度運用皇句①滞納債権の増加により貸付審査基準馨厳格踪設酢閻謳説②触法  

触施策の優先各級底虹閻鉢説③当該制度儲活用を行っ竃転噌転篭民生費農が』篭る芸歴 等  

療薬園力官軍ぼら触るa   

都道府県晃夢j貸緒件数g芸憶ばら慧きがあり、低所得者対策藍』驚積極的に静叡悶清閑を閉篭竃齢魔㍍  

藍考盈ら触愚県がある。近琴句自治体の財政歳Å不足臆伴う対応策としで戦後舎福祉協議会臆翻転当  
諺貸相原賓を返還審憶句貸』渋りを招き＄需要旨≡刻鷹』曹覿驚転滝』篭都道府県が最愛者ずら触る。  
・・‾   ‥、‡与・、チ．ぎミ；二き  
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ヾ▲■血こゝⅦ伽〈叫脚㍊▲船脚 都心『  

∈、†〕制度創設当孝凱新たな資金種類の創設を重ね貸付決定件数が伸びて』尾たが旬昭和55琴以降は漸減傾向で鮭移し℃転篭る。  
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抱修学資食（願事瞳貸付）が宅貸付率件数勾金額とも全体辟過半数蓉占めて』箋愚。  

Q 貸鰍事件数が多色♪篭東金はや修学資金に続きも更生資金、離職者支援費金匂福祉資金戯願ど芸なっで』篭る。  

地域福祉静嗣咤  

平成19年3月31日現存 薬餌  

（予円）（鶴合＝鴨）  

更生東食   10，a52，546   （   15，937   9．3％  

陣容脅更生牽愈   5．145，7喀0   5．3％   5，53了  

生活資金   了42．115   0．8髄   3，158   

福祉費金   5，鴎3’貞，329   5．6％   10，2昂5  

住宅資金   3，卑6軋025   3．5％   5，53了  3．2％   

修学資金   柑5．725  馴．鍋   

療養d介経辱資金   1，620，993   1．7払   2．9％   

緊急小口資金   336，け27   0．3％   5，4  

災害桟顧資金   6耶，766   1，5  

ヰ．！り9  

最期生活寛環資金   2，257．651   2．3％   517   

練隋肴支持資金   52，169，177  53．鍋                              ・■              持．3％    15，朋4，尋02  15．覗  13丁鵬8  ▲   
合計  97†751★77ヰ  171．6FO  1伊1．n≠  

平成一竃9年讃周調頂門三現在 貸紺窄金額（単位：芋粥）  

復職魯文接資象   
15，0月ヰ，402  

更生資金，  
10，852，546  

長期生活支撰預金，  
2，257．651  

障害者更生資金．   
5，145，740  

／一生清馳7岨‖5  影主賓嬢欝資金，   
聞7，768  

【福祉資金，5，431，329  
緊急けと口資金，  
336，027  

r ／  
疲蚕。介言挺等資金，   
1，820，993  

約 977．5 歯円  

一任宅資金．3．464，025  

修学資金．  
52，16乳177  

平成■召9年3月3頂頴現在 貸付申件∴数（単位：件）  

要語顧竜者支援褒金，  
障智者更生資金．  
5，537  

「生活資金・3・沌8  

／  

13.088 
長期生き古文濃資金，  

掴蒜組－、 
1．5馴  ＼  

更生資金，15．937   

ノ  

修学漁金，105，725  
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今 後 ⑳ 対 応  

邑＞ナ．′磨  低所得者碍資金需要を踏意免㌔   

を∴責ラ鶴城態会昭様考な芸m窯臆応臆単なる貸付ぎナでほな電専門職官≡よる自豊生活ぎ学芸才策露蚤行惑等¢ミ総合  

的相談窯授機能番付加』た貸付事業鴨の転換  

（：望う資金種類の新設翼は簡素軋包括化利用手続きの簡便化   

∈：ニ彗）特ぎ三番豊債務の予防巨悪化の防止のため←事前相談や事後驚≡タ毒』おダの党案（債務整理等昔三関皆る研  

修仝ヾ弁護豊金串磨め連携強化等）等（多重債務問題改善ぎ田グラム：目線尋。望◎：多重債務者対策本部  

・こご．－ゝ－－∴、、   

を凄ら旨≡お岩な惑藍藍酎≡も制度内容を周知♭。積極的な活用を促す必要がある。  

∈、う 低所得者既達資金需要臆的確屠≡対応習替るようも民生費農ち社会権祉協議会ち福祉寮務所等奮含む関係機関   
g器閣ロP哲緊密な連携を起る磨磨尉≡㌔都道府県督芸本事業⑳必要性富≡慧邑才も雷再認識を褒め句碑極駒な事業支援審  

擬す感要があ愚。  

∈：羞 貸倒れ抑制を困る観点から、償還指導の徹底句償還を促進ずるための社会福祉協議会機能奮尭贋来年礎   
一 

な債権回収を行議藍護≡捌≡句3償還免除の対象となる債権を処理ずる必要がある。  
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